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本稿では，私が感じている時代認識とそれに

対応する当社の取り組みを紹介させていただき

たいと思います。

現在の世界には大きく 3つの社会変化の潮流

があります。デジタル化とポストグローバル化

とソーシャル化です。デジタルネットワークの

利便性の拡大に伴い，データを持つもの（一部

のプラットフォーマーや国家）の優位性が顕著

となり，分断と格差が拡がっています。これに

伴い，グローバルな連携が後退し，「自国第一

主義」に代表されるポピュリズムが勢いを増し

ています。その一方で，気候変動や環境破壊な

ど世界共通の問題も深刻化の一途を辿り，人類

の 100 年単位での持続可能性が脅かされていま

す。最近 SDGs や ESG などの良識ある社会行

動も起こっていますが，強制力はありません。

結果として，VUCA（Volatility，Uncertainty，

Complexity，Ambiguity）で表現されるように

世界の将来に関する混迷度が高まっています。

こういった状況下で，これまでに合意された

人類の知恵ともいえるたくさんの理想や制度が

その力を急速に失いつつあります。我々民間企

業もこういった混迷の時代に向かっていること

を認識し，時価総額のような単純な企業価値を

追い求めるだけではなく，無形資産の再評価な

ど新たな企業価値とは何かを模索し，ボーダレ

スに協働しながら，持続可能な社会の発展に貢

献するための施策を実行していかなくては，企

業としての存続も危うくなってきます。

私は 2011 年から，①経済的利益（Manage-

ment of Economy），②イノベーション（Man-

agement of Technology），③公益性と社会性

（Management of Sustainability）の 3軸から生

み出される価値の総和を KAITEKI（心地よさ，

Well-being の意味）価値と呼び，その最大化

を目指すことを企業活動の旗印としました。従

来のように資本効率や技術開発だけを追求する

だけではなく，企業が人，社会，地球といった

あらゆるステークホルダーの課題の解決に貢献

できるかを数値化し（CO2削減量等），重要な

経営指標の一つとして用いています。また世界

と時代が求める将来価値は何なのかそれにどう

応えるかを定期的にバックキャストしながら戦

略に取り入れ，ポートフォリオの改革を行い，

KAITEKI価値の最大化を目指しています。こ

のような取り組みで世の中に送り出した製品

が，軽量化・省エネ部材の炭素繊維複合材や自

動車向けのリチウムバッテリーの部材，海洋プ

ラスティク問題における生分解性プラスティッ

クです。まだ収益的には厳しい部分もあります

が，是非とも花を開かせたい分野です。

また，2020 年の 4 月に米国アリゾナ州立大

学と THE GLOBAL KAITEKI CENTERを設

立し，①事業の未来社会における価値の可視

化，②サーキュラーエコノミー，③フードロ

ス，④都市化の熱マネジメントと材料開発の 4

つのテーマで研究を開始し，KAITEKI 推進の

ためのボーダレスな体制も構築していきます。

刻々と変化する世界でどのような価値を求め

るべきか，それに伴って社会がどう変革してい

くのか，モノからコトへの変化の中“新しいコ

トさし”が必要な時代が来ています。人，社会，

地球にどのように KAITEKI を提供し続ける

か，わが社の活動もまだまだ改善すべきところ

が多く，「地球と共存する経営」に終わりはあ

りません。 （こばやし よしみつ）




